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平成 28年 2 月 18 日 

水 を 語 る 会 

会長 眞柄 泰基 

現在の会員数 一般会員 160 名 団体会員 8団体 協力会員 7名 (平成 28 年 7月現在) 

講演の報告 

日時：平成 28 年 11 月 19 日(土)14 時～17 時 

場所：日本水道会館会議室 

講演①：「北九州市の水道事業と国際展開」 

講師①：㈱北九州ウォーターサービス 顧問 

森一政氏 

 講演①では、森講

師より、まず、北九

州市の水道事業の概

要を説明された後、

同市職員の海外派遣

が述べ 13 ヵ国 184

人を超えること、海外研修生の受け入れが述べ

146ヵ国約5,000人近くにのぼることが紹介さ

れた。更に、同市の海外水ビジネスの目的は、

①地域産業への影響、②新たな収入源、③技術

の継承と人材育成、④国際貢献であると説明さ

れた。また、同市の強みは工業都市及び環境都

市であること、及び北九州市海外水ビジネス推

進協議会の設立経緯や体制について説明がな

された。続いて、同市が特に力を入れているカ

ンボジア国、ベトナム国及び中国大連市におけ

る技術協力の取り組みについて紹介された。 

講演②：「海外技術協力と海外開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

講師②：㈱新発設計 技師長 芳賀秀壽氏 

 講演②では、芳賀講師より、まず、東京都水

道局職員として水道行政に携わっていた時に

タイ国へのマスタープランの見直しのための

専門家派遣の打診を受け、語学面で苦労をしな

がら最初の任務に従事した体験を話された。帰

国後、再度派遣の打診を受け、タイ国水道技術

訓練センタープロジェクトに赴任することに

なった。タイ国の水道職員を育成することがミ

ッションであり、フォローアップの 1年を含め

計 6年で、当初目標以上の専門家派遣数及び修

了生数等の成果を出すことができた。続いて、

カンボジア国プノンペン市の上水道整備計画

について、プノンペン水道（PPWSA）エクソン

チャン総裁を筆頭としたカンボジア国側の自

助努力も相まって、素晴らしい成果が得られた

との説明がなされた。 

 

定例幹事会の報告 

日時：平成 28 年 11 月 19 日(土)12 時～13 時 

場所：日本水道会館会議室 

議題：今後の講師・テーマの検討、リレーエッ

セイの執筆、親水道百選について 

 

編集後記 

水を語る会・会員集会の動画配信を行ってお

ります。ご視聴される方は、下記の実施要領を

基に、動画配信をお楽しみ下さい。 

---------------------------------------------------------------------- 
（１） 水を語る会の Website を立ち上げて下さい。   

（URL: http://mizuwokatarukai.org /） 

（２） Website のトップページの黒塗り部内をクイッ  

クして下さい。（当日、水の写真の部分が黒塗 

り部に切り替わります。） 

（３） パスワードを入力して下さい。（パスワードは、 

講演会の案内メールに記載されております。） 

（４） Web ブラウザが立ち上がり、Ustream の 

Website が立ち上がります。 

（５） 再度、パスワードを入力して下さい。 

（６） ライブ配信画面に切り替わります。 

 

※注）パスワードを幾度か要求されると思います。その
度に、同じパスワードをご入力下さい。 

---------------------------------------------------------------------- 

新規入会をご希望の方は、事務局までご一報く

ださい。詳しくはホームページをご覧ください。 

→ h t t p : / / m i z u w o k a t a r u k a i . o r g  /  

以 上 

森一政氏 

http://mizuwokatarukai.org/%EF%BC%89

